道徳授業案

授業者　○　○　○　○
１　主題名　人間の心の弱さを乗り越えよう　　Ｄ－２２　よりよく生きる喜び
２　資料名　銀色のシャープペンシル（出典：明るい人生）
３　ねらい　人間には、自らの弱さや醜さを克服する強さや、気高く生きようとする心があることを理解し、人間としてよりよく生きることに喜びを感じる心情を育てる。
４　主題設定の理由
　　人間は、誰でも利己的な考え方や自己保身の感情にとらわれてしまう弱さをもっている。それと同時に、自らの弱さに気づき、それを克服しようとする強さをもっている。自らの弱さを受け止め、それを乗り越えることで、人間として強さや気高さを身につけていくことが大切だと考える。そこで、中学２年生の多感な時期に、自分の心の弱さを見つめ、それを乗り越えていこうとする心情を高めるために、この主題を設定した。
５　生徒の実態と願い
　　本学級の生徒は、素直で明るい生徒が多い。体育大会では、リーダーを中心に自分たちの目標に向かって一生懸命に取り組むことができた。好きなことに夢中になったり、放課の時間に楽しそうに話したりする姿が多く見られる。しかし、その一方で、友達と一緒にいると楽しい方向に流れてしまったり、悪いと分かっていながらも正しい行動に移せなかったりすることがある。人間には弱さや醜さがあり、それを克服する強さや気高く生きようとする心があることを理解し、よりよく生きていこうとする心情を育てたい。
６　教材について

本教材は、主人公の「ぼく」が、掃除の時間に、落ちていたシャープペンシルを拾って授業で使用する。しかし、そのシャープペンシルは、今年になって仲よくなった卓也のものであることが分かる。すると、いつも一緒にいる健二から、「取った」という疑いをかけられ、正直に答えられずにとっさに嘘をついてしまう。授業後に、こっそりロッカーに返した夜、卓也から謝罪の電話がきたときに、「ぼく」は、卓也にうそをついてしまう。しかし、申し訳ないという気持ちと、みんなも同じことやっているからという自分を正当化する気持ちの間で揺れる。思わず飛び出した家の外で、星空を見上げた後、卓也の家に向かって歩いていくという話である。電話がかかってきたときの気持ちや、「ずるいぞ」と聞こえたときの「ぼく」の心情を十分に理解させた上で、卓也の家に向かって歩いて行ったときの気持ちを考えさせたい。話し合いを通して、言い出せなかった心の弱さと、みんなも同じことをしているという心の揺れをとらえさせ、その後の「ぼく」の行動から、自分の心の弱さと向き合い、よりよく生きることの喜びを感じとらせたい。
７　生徒の心を耕すための手だて

· 発問の工夫
・「光り輝く星を眺めながら、『ぼく』は、どんなことを考えていたのだろう」と問うことで、決心した「ぼく」の心情を深く考えさせる。
· 交流を深める工夫
・クラスに星空をつくり、星を眺めるという共通体験を通して、話合いを深める。
· 振り返る場の設定
・「光り輝く星に、『ぼく』は、何を見たのか」と問うことで、自己の生き方について考えさせる。
８　本時の学習

（1） 本時の目標
・「ぼく」の心の弱さを認め、乗り越えるまでの心の揺れ動きに共感し、よりよく生きようとする気持ちを高める。
（2） 本時の流れ
	　
	◇発問・指示　　　本時の主発問　　　切り返し　　　共有された意見
	・支援　☆評価

	導入

３
分
	◇人間にとって大切なものは何だろう。
・思いやり　　・気持ち　　　・相手のことを考える

・心　　　　　・夢や目標　　・絆
◇あらすじをつかむ。
◇卓也からの電話の後、自分の顔が真っ赤になった時、「ぼく」はどんな気持ちだったのか。

・自分が嘘をついたのに、卓也に謝らせて申し訳ない気持ち。

・うそをついたことが恥ずかしい気持ち。
・情けない気持ち。

・卓也は正直に言ってくれたのに、自分は何も言えなかったので、もどかしい気持ち。

◇電話の後からの部分を範読する。
後半のあらすじを確認する。
◇急に「ずるいぞ」という声が聞こえたとき、「どきっ」としたのはなぜだろう。
・昔の記憶を思い出したから。

・自分のずるさに気づいたから。

・また、自分の都合のいいようにごまかしたから。
・

・自分は、だめだったな。
・またごまかしてしまった。

・正直にならなくてはいけない。
・胸を張って堂々と生きていきたい。　

・自分の信じた道を歩んでいきたい。
・自分も星のように光り輝けるようになりたい。

・自分の理想の姿を見た。

・未来の自分を見たのではないか。
◇詩を朗読する。

	・話合い活動の時間を十分に確保するために、教材を事前に読んでおく。
・人間にとって大切なものについて想起させるために、教師が例を示す。
・内容を振り返るために、挿絵をつかって、あらすじをつかむ。
・卓也が嘘をついて、自分を守ろうとした弱い気持ちだったことを確認する。
・自分のずるさに気づき、ごまかし続けてきた心の弱さを理解させるために、そのときの気持ちを考えさせる。
☆「ぼく」の心のずるさに気づくことができたか、抽出生徒を意図的指名する。
・主発問では、弱さを認め、乗り越えた瞬間である「星」を見た場面を取り上げる。
・クラスに星空をつくることで、星を眺めるという共通体験をさせ、話合いを深める。
・星空を眺めさせ、自分の未来を想像させる。
☆星を眺めることで、よりよく生きていこうとする気持ちを感じたか、抽出生徒を意図的指名する。

・これからの人生を見つめさせるために、相田みつをの「いいですか」という詩を範読する。

	展開
42
分

	
	

	まとめ
５
分
	
	


（3） 本時の評価
　　・「ぼく」の気持ちの揺れ動きに共感し、心の弱さを認め、それを乗り越え、よりよく生きようとする気持ちが高められたか、振り返りや発言から判断する。
（4） 本時の視点
・「ぼく」の気持ちの揺れ動きに共感し、誰にでも心の弱さはあり、それを乗り越え、よりよく生きようとする気持ちを高める発問であったか。
光り輝く星を眺めながら、「ぼく」は、どんなことを考えていたのだろう。








星を見て、考えてみよう。





光り輝く星に、「ぼく」は、何を見たのか。








